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広報紙「福祉情報おきなわ」の作成経費の一部に共同募金配分金を充てております。

作品名：「夕日のシルエット」（平成24年度かりゆし美術展 写真の部 銅賞）
撮影者：勝連栄公さん（那覇市）
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「
高
齢
者
分
野
」
が
最
多
、
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
に
関
す
る
記
述

が
目
立
つ 特集

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
か
ら
見
た
地
域
の
福
祉
課
題

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
か
ら
見
た
地
域
の
福
祉
課
題

地
域
の
中
で
気
に
な
っ
て
い
る
福
祉
ニ
ー
ズ
・
福
祉
課
題
は
あ
り
ま
す
か
。

2014.3.１福祉情報おきなわ

　
沖
縄
県
社
協
で
は
、平
成
24
年

か
ら
事
務
局
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
設
置
し
、民
生
委
員
・
児

童
委
員
活
動
か
ら
み
た
地
域
の
福

祉
課
題
に
関
す
る
調
査
研
究
活
動

を
行
っ
た
。今
号
で
は
、そ
の
調
査

結
果
概
要
を
報
告
す
る
。

　

福
祉
ニ
ー
ズ
、
福
祉
課
題
と

し
て
一
番
多
か
っ
た
回
答
は

「
高
齢
者
分
野
」
で
全
体
の
33
・

2
%
を
占
め
た
。
そ
の
中
で
も

と
り
わ
け
多
か
っ

た
の
が
「
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
」
に

関
す
る
記
述
で
、

食
事
作
り
や
買
い

物
等
の
生
活
能
力

の
低
下
を
支
え
る

支
援
の
必
要
性
や

災
害
時
の
支
援
を

心
配
す
る
意
見
が

目
立
っ
た
。
ま

た
、
地
域
住
民
と

の
交
流
の
減
少
や

高
齢
者
を
気
に
掛
け
る
人
が
い

な
い
等
の
問
題
に
よ
り
、
孤
立

死
等
を
心
配
す
る
声
も
挙
げ
ら

れ
た
。

「
不
登
校
・
引
き
こ
も
り
」
へ
の

対
応
で
悩
み

　

全
体
の
15
・
2
%
を
占
め
た

「
児
童
分
野
」
で
は
「
不
登
校
・

引
き
こ
も
り
」
が
課
題
と
し
て
多

く
挙
げ
ら
れ
た
。
学
校
と
の
連

携
で
困
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
や
民

生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
ど

こ
ま
で
か
か
わ
る
べ
き
か
に
つ

い
て
悩
む
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ

た
。

　

ま
た
、
10
代
の
若
年
女
子
に

よ
る
出
産
の
増
加
や
、
両
親
の

離
婚
等
に
よ
る
家
庭
環
境
の
複

雑
さ
、
ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育
放

棄
）
が
疑
わ
れ
る
よ
う
な
養
育

能
力
に
欠
け
た
保
護
者
の
存
在

が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。

経
済
的
困
窮
を
起
因
と
す
る
生

活
課
題
が
多
数

「
生
活
困
窮
分
野
」
は
全
体
の

14
・
8
%
で
あ
っ
た
が
、
他
分

野
に
分
類
さ
れ
た
回
答
に
お
い

て
も
、
経
済
的
困
窮
を
背
景
と

す
る
福
祉
課
題
が
非
常
に
多
く

挙
げ
ら
れ
た
。
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
も
と
に
は
生
活
保
護

受
給
に
関
す
る
相
談
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る

「
貧
困
の
世
代
間
連
鎖
」
を
含

め
、
生
活
困
窮
が
広
が
り
を
見

せ
て
い
る
。
一
方
で
、
稼
働
年

齢
層
の
経
済
的
困
窮
に
つ
い
て

は
、
就
労
意
欲
が
低
い
な
ど
の

意
識
面
を
問
題
視
す
る
意
見
も

寄
せ
ら
れ
た
。

民
生
委
員
活
動
上
の
悩
み
・

戸
惑
い
の
声
も

「
そ
の
他
」
に
分
類
し
た
課
題

で
多
か
っ
た
の
は
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
活
動
を
行
う
上

で
の
悩
み
が
多
く
見
ら
れ
た
。

複
雑
化
す
る
課
題
へ
の
対
応
に

つ
い
て
「
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
ど
こ
ま
で
関
わ
っ
て

い
け
ば
良
い
の
か
」
と
い
っ
た

率
直
な
疑
問
や
、
個
人
情
報
保

護
を
理
由
に
住
民
の
情
報
を
把

握
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て

い
る
現
状
等
が
挙
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
人
口
の
流
動
化
に
よ
っ

て
移
住
者
の
多
い
都
市
部
を
中

心
に
住
民
と
の
接
点
が
持
ち
に

く
い
と
の
声
も
多
く
あ
っ
た
。

よ
く
連
携
す
る
相
談
機
関
・
支
援
機
関
は
ど
こ
で
す
か
。

「
市
町
村
社
協
」
が
最
多
、
自

治
会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
等
も
多
い

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
よ

く
連
携
、
利
用
す
る
相
談
機
関

や
支
援
機
関
は
、「
市
町
村
社

協
」
が
最
も
多
く
全
体
の
24
・

9
%
を
占
め
た
。
次
い
で
「
自
治

会
」
が
16
・
1
%
、「
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
14
・
7
%
と

続
き
、「
学
校
」
が
13
・
2
%
、

「
福
祉
事
務
所
・
行
政
」
が

12
・
6
%
の
結
果
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
行
政
区
や
学
校

区
等
の
地
域
に
密
着
し
た
機

　

平
成
24
年
12
月
か
ら
1
月

に
か
け
、
県
内
の
全
て
の
民

生
委
員
児
童
委
員
に
協
力
を

依
頼
し
、
38
市
町
村
民
児
協

1,
2
6
3
名
か
ら
回
答
を
得

た
。
回
答
率
は
60
・
0
%
だ
っ

た
。

調
査
概
要

　回答は「高齢者」、「児童」、「障害者」、「生活困窮」、「複
合的問題」、「その他」の６分野から選んだうえで、その詳
細を記述してもらった。合計690件の回答が寄せられた。

分野別 福祉ニーズ・福祉課題の件数及び割合

高齢者
229, 33.2%

児童
105, 15.2%

障害者 47, 6.8%

生活困窮
102, 14.8%

複合的問題
56, 8.1%

その他
151, 21.9%
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市
町
村
社
協
、
県
社
協
に
期
待
す
る
役
割
は
何
で
す
か
。

福
祉
ニ
ー
ズ
・
課
題
解
決
の
た
め
に
あ
っ
た
ら
い
い
、

必
要
だ
と
思
う
支
援
策
は
何
で
す
か
。

複
合
的
な
課
題
へ
の
対
応
で
日

常
的
な
支
援
体
制
、
専
門
機
関

の
活
用
を
要
望

　
民
生
委
員
が
要
望
す
る
支
援

策
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、

5
4
1
件
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ

た
。
こ
れ
を
分
野
別
に
「
高
齢

者
」
、「
児
童
」
、「
障
害
者
」
、

「
そ
の
他
」
の
4
つ
に
分
類
し
、

い
ず
れ
に
も
分
類
で
き
な
か
っ

た
内
容
に
つ
い
て
は
、
機
能
別

の
視
点
か
ら
「
体
制
」
、
「
連

携
」
、「
サ
ー
ビ
ス
」
、「
そ
の

他
」
の
4
つ
に
分
類
し
た
。
各
項

目
の
割
合
と
内
容
は
左
の
と
お

り
。

　
全
体
的
に
は
要
支
援
者
の
多

く
は
一
人
暮
ら
し
や
生
活
困
窮

等
の
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
て

お
り
、
介
護
の
不
安
や
緊
急
時

の
対
応
、
支
援
者
の
負
担
軽
減

等
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め

の
支
援
策
と
し
て
、
見
守
り
等

の
日
常
的
な
支
援
体
制
の
構
築

や
関
係
機
関
と
の
連
携
等
、
よ

り
き
め
細
か
な
支
援
を
求
め
る

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
、「
D
V
・
虐
待
」
や

「
ひ
き
こ
も
り
・
ホ
ー
ム
レ

ス
」
等
の
対
応
が
困
難
な
事
例

も
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

ら
に
対
し
て
は
、
「
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
」
や
「
友
愛
訪
問
の
実

施
」
と
い
っ
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

に
よ
る
支
援
の
必
要
性
が
挙
げ

ら
れ
た
。

　
こ
の
他
に
も
、
支
援
活
動
に
お

け
る
課
題
と
し
て
「
情
報
収
集
・

共
有
」
が
挙
げ
ら
れ
、「
情
報
交

換
の
実
施
」
や
「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
」

を
求
め
る
意
見
が
見
ら
れ
た
。

関
・
団
体
で
あ
る
こ
と
、
住
民

か
ら
様
々
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ

る
こ
と
が
共
通
点
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
。
ま
た
、
福
祉
以
外
の

分
野
も
含
め
た
幅
広
い
機
関
と

の
連
携
が
見
ら
れ
た
。

「
連
携
」
、「
体
制
」
強
化
へ
の

期
待
が
高
い

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
県

社
協
や
市
町
村
社
協
に
期
待
す

る
役
割
に
つ
い
て
感
じ
て
い
る

こ
と
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

4
5
4
件
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ

た
。
こ
れ
を
内
容
別
に
「
体
制
に

関
す
る
こ
と
」
、「
連
携
に
関
す

る
こ
と
」
、「
社
協
へ
の
感
謝
」
、

「
そ
の
他
」
の
4
つ
に
分
類
す
る

と
、「
連
携
に
関
す
る
こ
と
」
が

34
・
1
%
、「
体
制
に
関
す
る
こ

と
」
が
31
・
1
%
で
ほ
ぼ
同
数
と

な
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
、
市
町
村
社
協

が
中
心
と
な
っ
て
関
係
機
関
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て

ほ
し
い
等
、
活
動
に
必
要
な
情

報
共
有
に
よ
る
円
滑
な
支
援
を

要
望
す
る
意
見
が
最
も
多
か
っ

た
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
に
対
す
る
相
談
支
援
体
制
の

強
化
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
か
か
る
負
担
感
を
少
し
で
も

軽
減
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
意

見
も
見
ら
れ
た
。

　
こ
の
他
、「
社
協
へ
の
感
謝
」

が
21
・
1
%
と
な
り
、
市
町
村

社
協
が
実
施
し
て
い
る
事
業
を

評
価
す
る
意
見
等
が
含
ま
れ

た
。

各種制度の情報
提供、福祉マップ
の活用、友愛訪問
等の実施

福祉サービスの
充実、福祉施設の
設置・増設

情報交換の実施
やニーズや支援
策 を コ ー デ ィ
ネートする機関
の設置

民生委員活動に
おけるアドバイ
ザーの配置、関係
機関との連携・情
報交換

子育てや生活・就
労支援

障害者福祉サー
ビス・設備の充
実、専門相談機関
の設置

居場所づくり、学
習・見守り支援

見守り支援や介
護・看護の提供

行政、社協、ＮＰ
Ｏ

在宅介護支援セ
ンター、公民館

社協、行政

ボランティア団
体、自治会

ボランティアや
公民館の利用、宿
泊事業の実施

手話通訳の活用、
グループホーム
の設置

ボランティア、自
治会、老人会

地域包括支援セ
ンター、在宅介護
支援センター

若年者への関わ
り方、ホームレス
への対応、急病時
の対応

ＤＶ・虐待、ひき
こもり、行政の対
応

委員活動に必要
な情報（個人情
報）が関係機関と
共有できていな
い

情報収集が困難、
情報交換が少な
い

急病時の対応、住
居の確保

社会参加、介助負
担、緊急・災害時
対応

不登校、非行

安否確認、介護の
負担（認知症への
対応）

49件
（14.9％）

81件
（24.7％）

82件
（25.0％）

116件
（35.4％）

58件
（27.2％）

25件
（11.7％）

37件
（17.4％）

93件
（43.7％）

支援の方向性課　題件数・割合 連　携　先

高齢者

児　童

障害者

その他

体　制

連　携

サービス

その他

分
　
　
野
　
　
別

機
　
　
能
　
　
別

※
調
査
実
施
に
あ
た
り
、
ご
協

力
い
た
だ
い
た
市
町
村
民
児
協

及
び
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

皆
様
へ
紙
面
を
お
借
り
し
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。



42014.3 .１福祉情報おきなわ
…………………………………………

平成25年度平成25年度平成25年度平成25年度平成25年度平成25年度平成25年度平成25年度平成25年度平成25年度平成25年度平成25年度 歳末たすけあい募金 配分決定歳末たすけあい募金 配分決定歳末たすけあい募金 配分決定歳末たすけあい募金 配分決定

　
今
年
も
「
み
ん
な
で
さ
さ
え

あ
う
あ
っ
た
か
い
地
域
づ
く

り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
実
施
し

た
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に

は
、
大
変
厳
し
い
社
会
情
勢
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
数
多
く
の
県

民
や
企
業
団
体
か
ら
心
あ
た
た

ま
る
寄
附
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
県
内

48
団
体
へ
の
活
動
助
成
金
、
6

児
童
養
護
施
設
の
児
童
へ
就
学

及
び
就
職
資
金
、
離
島
10
町
村

社
協
へ
援
助
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
や
障
害
者
世
帯
な
ど
へ
の

義
援
金
と
し
て
配
分
さ
れ
ま
し

た
。

　
竜
巻
災
害
及
び
台
風
被
害
に

よ
る
、
義
援
金
の
支
援
を
呼
び

か
け
ま
し
た
と
こ
ろ
、
心
温
ま

る
浄
財
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
義
援
金
の
配
分
は
、
都
道
府

県
共
同
募
金
会
に
設
置
す
る
義

援
金
配
分
委
員
会
で
取
り
ま
と

め
、
同
委
員
会
の
決
定
に
よ
り

被
災
対
象
地
域
へ
配
分
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
沖
縄
県
共
同
募
金
会
で
は
、

下
表
の
と
お
り
義
援
金
を
送
金

し
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

施　　設　　名
沖縄県脊髄損傷者協会
ナカヤ
那覇市手をつなぐ育成会
南風原障害者支援センター
沖縄自閉症児者親の会
障害福祉サービス事業所　うらそえ工房
障害福祉サービス事業所　おきなわ工房
沖縄ダルク
NPO法人ちゅらゆい　コミュッと！
きょうされん沖縄支部
沖縄県事業所協議会
全国心臓病のこどもを守る会　沖縄県支部
障がい者支援センターふくぎ
障がい児サポートハウス　ohna
りん・輪　かすりくらぶ
ミラソル会
エイブルサポートつばさ
地域生活支援センター　ウェーブ
北部障害者生活支援センター　ハーモニー
福祉サービス事業所　のびる
障がい者支援センターてだこ
ニライの里
ワークサポートひかり
ちゅいたれーいだれーい
ハンディサポートふれんど
ゆい心
沖縄県肢体不自由児者父母の会連合会
沖縄自立生活センターイルカ
サザンウィンド
動作法を学ぶ親の会　はづき会
日本てんかん協会沖縄県支部
あけぼの
きら星エイサー隊
日本網膜色素変性症協会沖縄県支部
さぽーと・なは
ゆい・ハート福祉会
チーム沖縄
障がい者支援センターぴゅあ
かすみ草
ドリームサポートたんぽぽ
くらしき
のぞみの里
全国パーキンソン病友の会沖縄県支部
地域活動支援センターあだん
沖縄県友声会
沖縄県失語症友の会
沖縄県車椅子陸上クラブ　タートルズ
沖縄県腎臓病協議会

事業
交流
交流
交流
交流
研修
備品
備品
交流
備品
交流
交流
交流
交流
交流
備品
備品
交流
交流
備品
備品
備品
交流
交流
交流
交流
交流
交流
交流
備品
交流
交流
備品
交流
研修
交流
交流
備品
交流
交流
交流
備品
交流
交流
交流
備品
交流
交流
交流

配分内定額
100,000
100,000
100,000
100,000
100,000
100,000
100,000
100,000
83,000
80,000
100,000
100,000
100,000
100,000
55,000
100,000
100,000
51,000
94,000
100,000
100,000
100,000
100,000
100,000
100,000
100,000
100,000
100,000
100,000
98,000
85,000
100,000
100,000
100,000
100,000
80,000
76,000
100,000
37,000
100,000
100,000
100,000
100,000
96,000
60,000
50,000
73,000
100,000

4,418,000円計

■団体
施　　設　　名

美さと児童園
なごみ
漲水学園
島添の丘
愛隣園
石嶺児童園

事業
支度費
支度費
支度費
支度費
支度費
支度費

配分内定額
120,000
40,000
20,000
60,000
40,000
140,000
420,000円計

■児童養護施設

施　　設　　名
伊是名村社会福祉協議会
伊平屋村社会福祉協議会
座間味村社会福祉協議会
多良間村社会福祉協議会
渡嘉敷村社会福祉協議会
渡名喜村社会福祉協議会
南大東村社会福祉協議会
北大東村社会福祉協議会
粟国村社会福祉協議会
与那国町社会福祉協議会

事業
義援金
義援金
義援金
義援金
義援金
義援金
義援金
義援金
義援金
義援金

配分内定額
50,000
170,000
180,000
210,000
100,000
250,000
65,000
50,000
130,000
35,000

1,240,000円計

■離島社協

埼玉県竜巻災害及び埼玉県・京都府
台風 18号災害

埼玉県共同募金会
（竜巻）

埼玉県共同募金会
（台風）

京都府共同募金会
（台風）

取扱送金額

滋賀県台風 18号・鹿児島県台風 24
号・東京都及び千葉県台風 26号災害

フィリピン台風 30号災害

67,000円

67,000円

67,044円

201,044円

滋賀県共同募金会

鹿児島県共同募金会 ●中央共同募金会から現地の共同募
　金会「フィリピン社会事業団」へ
　送金

東京都共同募金会

取扱送金額
千葉県共同募金会

116,000円 中央共同募金会 390,966円

取扱送金額 390,966円

116,182円

116,000円

464,182円
116,000円

た
く
さ
ん
の
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た

た
く
さ
ん
の
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
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（
12
月
6
日
〜
1
月
31
日
）

　
ご
寄
附
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
会
へ
の
寄
附
に
つ
い
て
は
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
う
け

ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は 

お
電
話

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
共
同
募
金
へ

■
共
同
募
金
へ

■
共
同
募
金
と

　
歳
末
た
す
け
あ
い
へ

■
共
同
募
金
と

　
歳
末
た
す
け
あ
い
へ

■
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
へ

■
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
へ

●メサイア演奏会  様●具志堅グループ琉鵬会  様●沖縄製粉㈱  様

●㈱サンエー  様●㈱琉球銀行  様●㈱沖縄銀行  様

●㈱　丸　大  様●沖縄銀行労働組合  様●久米国鼎会  様

〜
新
た
な
募
金
手
法（
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
）の
開
発
に
向
け
た
改
革
モ
デ
ル
事
業
〜

「
健
康
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
健
康
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
健
康
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

豊
見
城
市
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
芸
能
公
演

豊
見
城
市
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
芸
能
公
演

3
15

　
従
来
の
募
金
期
間
を
３
ヶ
月

延
長
し
、
中
央
共
同
募
金
会
で

は「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ

れ
か
ら
で
も
」
共
同
募
金
に
寄

附
を
で
き
る
環
境
を
作
る
た
め

の
モ
デ
ル
事
業
を
展
開
し
て
い

る
。

　
本
県
で
は
豊
見
城
市
共
同
募

金
委
員
会
が
豊
見
城
市
社
会
福

祉
協
議
会
と
協
働
で
「
健
康
復

活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事
業
に
着

手
し
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し

て
こ
の
度
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
芸

能
公
演
が
開
催
さ
れ
る
。

　
収
益
金
は
、
豊
見
城
市
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
リ
ハ

ビ
リ
室
の
器
具
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
活
用
さ
れ
、
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
健
康
的
か
つ
生

き
生
き
と
生
活
で
き
る
地
域
社

会
の
実
現
を
目
指
す
。

▲チャリティー芸能公演

【場　所】
  豊見城市立中央公民館
【期　日】
  平成26年3月15日(土)
【時　間】
  17：30開場／18：00開演
【入場料】
  前売1,500円　当日1,800円

沖
縄
県
共
同
募
金
会

　

電
話
０
９
８（
８
８
２
）４
３
５
３

　
U
R
L  http://w

w
w
.okishakyo.or.jp/kyoubo/

（
121212

3131
日
）
日
）
日
）

寄
附
・
寄
贈
者
芳
名

寄
附
・
寄
贈
者
芳
名
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県
社
協
で
は
、
社
会
福
祉
従

事
者
と
し
て
の
資
質
向
上
と
国

際
的
視
野
を
養
う
こ
と
で
本
県

の
社
会
福
祉
推
進
に
寄
与
す
る

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
国
外
研
修
派
遣
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。
対
象
は
、
県
内

の
社
会
福
祉
施
設
や
社
協
に
従

事
す
る
職
員
で
、
所
属
す
る
法

人
（
企
業
を
含
む
）
が
県
社
協

会
員
と
な
っ
て
い
る
こ
と
等
が

条
件
と
な
る
。

　
今
年
度
の
募
集
受
付
は
既
に

終
了
し
、
来
年
度
の
応
募
受
付

を
平
成
26
年
4
月
か
ら
開
始
す

る
予
定
。
詳
細
が
決
ま
り
次

第
、
県
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

案
内
す
る
。

【
募
集
対
象
】

　
県
社
協
会
員
の
民
間
社
会
福

祉
施
設
・
事
業
所
、
社
協
の
職

員
で
法
人
ま
た
は
施
設
長
の
推

薦
の
あ
っ
た
者
。
た
だ
し
、
法

人
役
員
は
除
く
。
役
員
を
兼
任

す
る
施
設
長
等
の
職
員
は
対
象

と
な
る
。

【
対
象
と
な
る
研
修
】

　
国
外
に
お
け
る
社
会
福
祉
の

先
進
地
視
察
、
研
修
。
国
外
留

学
や
国
外
イ
ン
タ
ー
ン
は
対
象

外
。
民
間
旅
行
会
社
が
企
画
・

実
施
す
る
福
祉
研
修
目
的
の
ツ

ア
ー
も
対
象
と
な
る
。
ソ
ウ
ェ

ル
ク
ラ
ブ
主
催
の
研
修
旅
行
も

利
用
可
能
。

【
助
成
額
】

　
旅
費
の
２
分
の
１
以
内
（
た

だ
し
、
１
人
あ
た
り
の
助
成
額

は
上
限
25
万
円
）

【
助
成
対
象
と
な
る
費
用
】

　
国
外
研
修
に
係
る
旅
費
（
交
通

費
、
宿
泊
費
、
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
代
、
空
港
利
用
料
等
）

【
助
成
対
象
外
の
費
用
】

　
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
経
費
、
旅

行
傷
害
保
険
料
、
オ
プ
シ
ョ
ナ

ル
ツ
ア
ー
代
金
、
電
話
料
金
等

の
個
人
的
費
用
、
そ
の
他

【
応
募
か
ら
交
付
ま
で
】

　
本
会
が
指
定
す
る
提
出
書
類

に
て
研
修
内
容
や
使
途
計
画
等

を
提
出
す
る
。
応
募
受
付
か
ら

１
か
月
以
内
に
本
会
か
ら
審
査

結
果
を
通
知
す
る
。
そ
の
際
、

助
成
金
を
概
算
払
い
に
て
交
付

す
る
。
研
修
旅
行
終
了
後
、
研

修
内
容
と
使
途
報
告
と
併
せ

て
、
助
成
額
の
精
算
を
行
う
。

事
業
概
要

　
今
回
、
初
め
て

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
保

育
に
つ
い
て
学
ぶ

機
会
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ハ
ン
ガ

リ
ー
で
の
乳
児
保

育
の
細
や
か
な
対

応
に
は
驚
き
で
し

た
。
子
ど
も
達
の

目
線
に
立
っ
た
言

葉
が
け
、
一
対
一

の
対
応
、
保
育
士

の
表
情
を
見
て
、

プ
ロ
と
し
て
の
自

信
と
仕
事
に
対
す

る
誇
り
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
と
違
い
、
若
い
保
育
士
の

姿
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
経
験
年

数
20
年
以
上
の
先
生
方
が
保
育

に
あ
た
っ
て
い
て
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

乳
児
保
育
園
で
は
担
当
制
を
採

用
し
、
３
年
間
同
じ
担
任
の
も

と
で
過
ご
す
子
ど
も
た
ち
は
安

心
感
が
得
ら
れ
、
保
育
士
も
子

ど
も
た
ち
の
こ
と
を
よ
く
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
ハ

ン
ガ
リ
ー
の
保
育
テ
ー
マ
で
も

あ
る
「
子
ど
も
の
人
格
を
育
て

る
」
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
印
象
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
、
保
育
士
が
専
門
的
な

知
識
を
常
に
学
び
続
け
て
い
る

こ
と
で
す
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は

年
間
の
研
修
時
間
が
決
め
ら
れ

て
い
て
研
修
に
参
加
し
な
い
保

育
士
に
は
役
所
か
ら
指
導
が
入

る
ほ
か
、
保
護
者
か
ら
の
評
価

も
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

保
育
士
は
常
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

保
育
指
針
に
基
づ
い
て
行
動

し
、「
子
ど
も
を
育
て
る
プ
ロ

と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
を

意
識
し
て
い
る
こ
と
に
感
動
し

ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
の
際
、
配
慮
が
必

要
な
子
へ
の
対
応
や
考
え
方
を

う
か
が
う
と
、「
個
性
と
し
て

捉
え
る
の
で
は
な
く
、
一
人
の

人
と
し
て
接
し
て
い
る
」
と
の

答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
日

本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
感
覚
の
違

い
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
の
自
分
を
振
り
返
っ
て
、

そ
の
感
覚
に
衝
撃
を
受
け
ま
し

た
。

　
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
違
い
を
通

し
て
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
す

良
い
機
会
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
踏
ま
え

て
も
っ
と
学
び
を
深
め
、
少
し

で
も
保
育
園
の
子
ど
も
達
に
伝

え
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

※
実
績
報
告
書
よ
り
一
部
抜
粋
。

　
期
間 

平
成
25
年
11
月
16
日
〜
11
月

　
24
日
（
９
日
間
）

みやび保育園（那覇市） 副主任保育士 島 朋子みやび保育園（那覇市） 副主任保育士 島 朋子
ハンガリー保育視察・体験研修に参加してハンガリー保育視察・体験研修に参加して

▲5歳児を中心とした設定保育

▲落ち着いた雰囲気の中での食事

▲子どもと1対1の時間

左
は
昨
年
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で

の
研
修
に
参
加
し
た
島
朋
子

さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
で
す
。
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け
入
れ
、
高
卒
資
格
の
取
得
と
あ
わ
せ

て
、
就
労
体
験
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。

　
ま
た
、
市
や
県
か
ら
若
者
の
就
労
支

援
を
目
的
と
す
る
事
業
を
受
託
し
、
就

労
に
関
す
る
相
談
や
職
業
訓
練
、
関
係

機
関
と
の
連
携
に
力
を
入
れ
、
多
く
の

若
者
を
就
職
に
導
く
な
ど
、
大
き
な
成

果
を
上
げ
て
い
る
。

　
こ
の
他
に
も
、
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
開
設
し
て
障
害
児
の
受
け
入
れ
を
行

う
な
ど
、
児
童
や
若
者
を
取
り
巻
く
課

題
に
対
応
し
な
が
ら
活
動
の
幅
を
広
げ

て
き
た
。

　
上
江
田
さ
ん
は
「
サ
ー
ビ
ス
の
網
か

ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
も
、
地
域
で
支
え
る

受
け
皿
が
必
要
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
と

連
携
し
、
社
会
資
源
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
支
援
の
輪
を
広
げ
た
い
」
と
語

る
。
不
登
校
や
ニ
ー
ト
、
引
き
こ
も
り

が
県
全
体
に
広
が
り
を
見
せ
る
中
、
ゆ

め
さ
き
の
挑
戦
は
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
示

し
て
い
る
。

▲熱心に子どもたちの声に耳を傾け
　る上江田紫寿江代表（写真左）

　
沖
縄
市
に
あ
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ゆ
め
さ
き
」
（
上
江

田
紫
寿
江
代
表
）
で
は
、
不
登
校
の
児

童
か
ら
若
者
の
就
労
ま
で
を
幅
広
く
サ

ポ
ー
ト
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
上
江
田
さ
ん
は
約
30
年
前
か
ら
不
登

校
の
児
童
を
自
宅
で
受
入
れ
、
支
援
活

動
を
行
っ
て
き
た
。
当
時
、
不
登
校
は

個
人
や
家
庭
に
原
因
が
あ
る
と
さ
れ
、

公
的
な
支
援
等
は
な
く
、
上
江
田
さ
ん

は
私
財
を
な
げ
う
っ
て
活
動
を
続
け

た
。
あ
る
時
期
は
、
合
宿
型
の
訓
練
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
延
べ
２
０
０
名

の
若
者
と
生
活
を
共
に
し
た
こ
と
も
。

近
年
、
ニ
ー
ト
や
引
き
こ
も
り
が
社
会

問
題
化
す
る
中
、
よ
う
や
く
若
者
の
自

立
支
援
に
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。

　
「
困
難
を
抱
え
て
い
る
子
ど
も
達
や

若
者
達
に
は
、
社
会
の
中
に
居
場
所
を

作
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
」
と
上
江

田
さ
ん
は
指
摘
す
る
。
不
登
校
児
へ
の

支
援
が
卒
業
を
機
に
途
切
れ
て
し
ま
わ

な
い
よ
う
、「
夢
咲
学
園
」
と
い
う
通
信

制
の
高
校
を
立
ち
上
げ
、
進
学
を
希
望

す
る
児
童
の
居
場
所
を
設
け
た
。
夢
咲

学
園
に
は
県
立
高
校
か
ら
の
編
入
も
受



…………………………………………
82014.3.１福祉情報おきなわ

　
県
社
協
で
は
2
月
5
日
、
県

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、

「
第
5
回
か
り
ゆ
し
地
域
福
祉

実
践
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、

市
町
村
社
協
職
員
や
地
域
包

括
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員
、
民
生
委
員
な
ど
2
2
0

名
が
参
加
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
日
本
地
域
福
祉

研
究
所
の
大
橋
謙
策
理
事
長
よ

り
「
地
域
に
根
差
し
た
地
域
包

括
支
援
体
制
づ
く
り
〜
公
的

サ
ー
ビ
ス
と
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

サ
ー
ビ
ス
の
協
働
〜
」
と
題
し

た
講
演
が
あ
っ
た
。

　
大
橋
氏
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
一
つ
と

し
て
「
地
域
包
括
支
援
体
制
の

確
立
」
を
挙
げ
、
制
度
的
サ
ー

ビ
ス
に
近
隣
住
民
に
よ
る
「
ご

近
所
の
底
力
」
を
結
び
つ
け
る

機
能
が
あ
る
と
説
明
。
併
せ

て
、
地
域
住
民
の
「
生
活
の
し

づ
ら
さ
」
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
、
支
援
へ
と
つ

な
げ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
シ

ス
テ
ム
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

　
そ
の
後
、「
互
い
を
知
ろ

う
!
医
療
と
福
祉
と
地
域
の

声
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
沖
縄

大
学
の
上
地
武
昭
教
授
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
行
わ
れ
、
地
域
住
民
、
社

協
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
医
師
会
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
支
援
に
関
す
る
取
組
み

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　
報
告
を
受
け
、
大
橋
氏
は
連

携
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
に
あ

た
り
、
①
地
域
住
民
、
②
医

療
・
看
護
・
保
健
、
③
教
育
、

④
司
法
（
成
年
後
見
等
）
、
⑤

福
祉
用
具
の
5
つ
の
ベ
ク
ト
ル

に
つ
い
て
説
明
し
、
福
祉
関
係

者
だ
け
で
な
く
あ
ら
ゆ
る
関
係

者
が
互
い
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
参
加

者
と
共
有
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
地
域
の

特
性
を
活
か
し
な
が
ら
関
係
者

同
士
知
恵
を
出
し
合
い
、
支
え

合
い
を
作
り
あ
げ
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ん
だ
」
と
い
っ

た
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

【
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
紹
介
】

▼
地
域
住
民
（
宜
野
湾
市
長

田
区
地
域
支
え
合
い
活
動
委

員
会
委
員
長 

富
濱
宗
俊
氏
）

▼
社
協
（
糸
満
市
社
協
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
大
城
ゆ
か
り
氏
）
▼
地

域
包
括
（
久
米
島
町
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
保
健
師
吉

永
浩
氏
）
▼
医
師
会
（
浦
添

市
医
師
会
浦
添
市
在
宅
医
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
世
話
人

大
濵
篤
氏
）

▲講演を行う大橋謙策氏

▲実践報告を行うシンポジスト

　
県
社
協
で
は
1
月
29
日
、
県

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
「
市

町
村
社
協
常
務
理
事
・
事
務
局

長
会
議
」
を
開
催
し
、
34
社
協

か
ら
55
名
が
参
加
し
た
。

　
こ
の
会
議
は
、
地
域
を
基
盤

に
し
た
孤
立
防
止
や
生
活
困
窮

者
支
援
を
図
る
た
め
に
、
地
域

の
多
様
な
関
係
者
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
課
題
解
決

の
仕
組
み
づ
く
り
に
向
け
、
今

後
の
社
協
活
動
の
方
向
性
等
を

考
え
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
た
。

　
は
じ
め
に
、
県
社
協
・
地
域

福
祉
部
よ
り
「
社
協
活
動
の
今

後
の
方
向
性
」
と
題
し
た
基
調

報
告
、「
市
町
村
社
協
財
政
見

込
み
ア
ン
ケ
ー
ト
」
及
び
「
市

町
村
社
協
と
地
域
包
括
・
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

状
況
に
係
る
実
態
調
査
」
の
各

結
果
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

総
務
企
画
部
か
ら
は
新
会
計
基

準
移
行
に
向
け
て
の
対
応
状
況

等
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
滋
賀
県
高
島
市
社

協
・
地
域
福
祉
課
の
井
岡
仁
志

課
長
よ
り
「
社
協
・
生
活
支
援

活
動
強
化
方
針
の
具
体
化
に
向

け
た
高
島
市
社
協
の
地
域
福
祉

実
践
」
と
題
し
た
基
調
講
演
が

行
わ
れ
た
。

　
井
岡
氏
か
ら
は
、
強
化
方
針

を
踏
ま
え
た
滋
賀
県
内
社
協
の

取
り
組
み
を
は
じ
め
、
福
祉
施

策
の
重
要
課
題
で
あ
る
生
活
困

窮
者
支
援
や
自
治
会
を
基
盤
と

す
る
福
祉
推
進
委
員
会
活
動
へ

の
社
協
の
関
わ
り
方
等
に
つ
い

て
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　
こ
の
後
、
強
化
方
針
を
踏
ま

え
た
各
社
協
の
取
り
組
み
状
況

等
に
つ
い
て
、
活
発
な
グ
ル
ー

プ
討
議
が
行
わ
れ
、
総
合
相
談

窓
口
機
能
の
強
化
や
制
度
外

ニ
ー
ズ
へ
の
解
決
に
向
け
た
自

治
会
等
と
の
協
働
の
必
要
性
等

に
つ
い
て
共
通
認
識
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、
昨
年
6
月
に
締
結
さ

れ
た
「
沖
縄
県
内
社
協
災
害
時

相
互
応
援
協
定
」
に
基
づ
く
事

務
局
長
連
絡
会
も
併
せ
て
開
催

さ
れ
、
地
区
社
連
及
び
市
町
村

社
協
に
お
け
る
災
害
へ
の
取
り

組
み
状
況
調
査
の
結
果
報
告
、
今

年
度
の
県
社
協
の
取
り
組
み
経

過
や
次
年
度
の
方
針
の
説
明
、
質

疑
応
答
等
が
行
わ
れ
た
。

▲講師の滋賀県高島市社協 井岡仁志氏

市
町
村
社
協
常
務
理
事
・
事
務
局
長
会
議
に
55
名
参
加

今
後
の
社
協
活
動
の
方
向
性
を
討
議

今
後
の
社
協
活
動
の
方
向
性
を
討
議

地
域
に
根
差
し
た
地
域
包
括
支
援
体
制
づ
く
り
を
考
え
る

地
域
に
根
差
し
た
地
域
包
括
支
援
体
制
づ
く
り
を
考
え
る

〜
第
５
回
か
り
ゆ
し
地
域
福
祉
実
践
セ
ミ
ナ
ー
〜
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県
社
協
で
は
12
月
6
日
、

「
県
社
協
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
研
究
会
と
県
地

域
包
括
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
協
議
会
と
の
意
見
交
換

会
」
を
実
施
し
た
。

　
こ
の
会
議
は
、
地
域
包
括
支

援
体
制
の
確
立
に
向
け
、
社
協

が
推
進
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
や
小

地
域
福
祉
活
動
と
地
域
包
括
・

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以

下
、
包
括
等
）
が
進
め
る
地
域

包
括
ケ
ア
体
制
づ
く
り
を
連

携
・
協
働
さ
せ
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
、
初
め
て

の
試
み
と
な
る
。

　
ま
ず
、
市
町
村
社
協
と
包
括

等
と
の
連
携
状
況
に
係
る
調
査

か
ら
見
え
て
き
た
課
題
に
つ
い

て
、
静
岡
福
祉
大
学
の
西
尾
敦

史
教
授
と
県
社
協
地
域
福
祉
部

の
久
根
次
薫
副
部
長
か
ら
報
告

が
あ
っ
た
。

　
そ
の
中
で
、
社
協
か
ら
は
、

「
包
括
等
に
は
困
難
事
例
や
多

問
題
家
族
へ
の
支
援
の
際
に
、

行
政
間
の
つ
な
ぎ
や
調
整
機
能

を
発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

意
見
が
出
さ
れ
、
包
括
等
か
ら

は
、「
社
協
に
は
地
域
づ
く
り
の

推
進
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
に

努
め
て
ほ
し
い
」
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　
次
に
、
か
み
ざ
と
社
会
福
祉

研
究
所
の
神
里
博
武
氏
よ
り
市

町
村
社
協
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
実

践
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ

た
。

　
続
い
て
、
神
里
氏
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
う
る
ま
市

社
協
の
山
田
涼
子
氏
、
う
る
ま

市
包
括
の
上
地
淑
江
氏
、
う
る

ま
市
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
具

志
川
き
た
（
包
括
の
ブ
ラ
ン
チ

型
セ
ン
タ
ー
）
の
宜
名
真
智
美

氏
か
ら
、
実
践
事
例
を
も
と
に
、

要
支
援
者
及
び
地
域
へ
の
支
援

に
お
け
る
相
互
の
役
割
分
担
等

に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
そ
の
中
で
、
住
民
に
よ
る
見

守
り
活
動
等
を
中
心
に
地
域
支

援
を
担
う
社
協
と
、
公
的
な

サ
ー
ビ
ス
へ
つ
な
ぎ
、
要
支
援

者
や
そ
の
家
族
を
中
心
に
個
別

支
援
を
担
う
包
括
・
ブ
ラ
ン
チ

の
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
活

か
し
た
連
携
・
協
働
の
あ
り
方

が
事
例
紹
介
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
の
意
見
交
換
会
で

は
、
「
相
互
の
業
務
内
容
等
を

理
解
し
、
役
割
分
担
を
明
確
化

す
る
た
め
に
も
、
定
期
的
な
情

調
査
か
ら
見
え
て
き
た

課
題
を
共
有

社
協
・
包
括
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の

強
み
を
活
か
す

報
共
有
の
場
が
必
要
」
、「
自

分
の
地
域
で
ど
の
よ
う
に
連
携

で
き
る
の
か
ヒ
ン
ト
を
得
た
。

ま
ず
は
顔
の
見
え
る
関
係
作
り

か
ら
始
め
た
い
」
と
の
声
が
上

が
っ
た
。

　
県
社
協
で
は
引
き
続
き
多
職
種

の
連
携
・
協
働
を
基
調
と
し
た
地

域
包
括
支
援
体
制
づ
く
り
の
推
進

に
向
け
研
究
を
進
め
て
い
く
。

▲活発に意見交換を行う参加者

　
2
月
6
日
、

沖
縄
テ
レ
ビ
放

送
(株)
で
「
第
36
回

24
時
間
テ
レ
ビ

福
祉
車
両
贈
呈

式
」
が
行
わ
れ
、

沖
縄
テ
レ
ビ
放

送
(株)
の
町
田
宗

浩
代
表
取
締
役

社
長
よ
り
、
西
原

町
社
協
・
沖
縄

市
社
協
・
糸
満

市
社
協
の
3
社
協
に
福
祉
車
両

が
贈
ら
れ
た
。

　
リ
フ
ト
付
き
バ
ス
の
寄
贈
を

受
け
た
西
原
町
社
協
の
新
川
善

昭
会
長
は
「
就
労
継
続
支
援
事

業
所
の
活
動
を
は
じ
め
と
し
た

事
業
に
福
祉
車
両
を
活
用
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
ス
ロ
ー
プ
付
軽
自
動
車
の
寄

贈
を
受
け
た
沖
縄
市
社
協
の
嘉

陽
宗
吉
会
長
は
、「
安
心
・
安

全
な
生
活
し
や
す
い
街
づ
く
り

を
目
指
し
て
福

祉
車
両
を
活
用

し
た
い
」
と
お

礼
を
述
べ
た
。

　
ま
た
、「
障

害
者
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
陽
だ

ま
り
」
を
運
営

す
る
糸
満
市
社

協
の
上
原
健
市

▲沖縄市社協
会
長
は
「
支
え
合
っ
て
い
け
る

社
会
の
た
め
に
福
祉
車
両
を
活

用
し
な
が
ら
一
層
頑
張
っ
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　
毎
年
行
わ
れ
る
「
24
時
間
テ

レ
ビ
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
」
で
全

国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
に
よ

り
今
回
を
含
め
て
99
台
の
福
祉

車
両
が
県
内
の
福
祉
施
設
・
団

体
等
へ
寄
贈
さ
れ
、
地
域
の
高

齢
者
や
障
害
者
の
社
会
参
加
の

促
進
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
。

▲西原町社協

▲糸満市社協

3社協に福祉車両3社協に福祉車両

24時間 TVチャリティ募金24時間 TVチャリティ募金24時間 TVチャリティ募金
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▲崎山八郎 県福祉保健部長（写真左）と
　小渡亨 県指定自動車学校協会会長（同右）

　
全
国
老
人
福
祉
施
設
協
議
会

と
沖
縄
県
老
人
福
祉
施
設
協
議

会
は
12
月
18
日
〜
19
日
の
2
日

間
、「
全
国
老
人
福
祉
施
設
研

究
会
議
（
沖
縄
会
議
）
」
を
那

覇
市
と
宜
野
湾
市
に
お
い
て
開

催
し
た
。「
新
成
長
産
業
と
し

て
の
介
護
〜
現
場
が
考
え
る
介

護
の
姿
〜
」
を
テ
ー
マ
に
全
国

か

ら

老

人

福

祉

関

係

者

2
0
0
0
名
が
参
加
し
た
。

　
初
日
の
基
調
報
告
で
は
、
全

国
老
施
協
・
介
護
保
険
事
業
等

経
営
委
員
長
の
桝
田
和
平
氏

が
、
国
の
進
め
る
介
護
保
険
制

度
改
革
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し

た
。
そ
の
中
で
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
「
特
養

が
地
域
の
拠
点
と
な
る
前
提
と

し
て
、
施
設
の
専
門
職
員
が
地

域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を

担
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
」
と

述
べ
、
社
会
福
祉
法
人
が
社
会

活
動
や
地
域
貢
献
活
動
へ
積
極

的
に
取
り
組
む
よ
う
訴
え
た
。

　
ま
た
、
記
念
講
演
で
は
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
芦
花
ホ
ー

ム
医
師
の
石
飛
幸
三
氏
が
、

「
平
穏
死
の
す
す
め
〜

高
齢
者
医
療
と
介
護
の

今
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
。
胃
ろ
う
等
の
過
度

な
延
命
治
療
を
し
な
い

「
平
穏
死
」
を
推
奨
し
、

看
取
り
に
つ
い
て
「
大

切
な
の
は
死
の
瞬
間
で

な
く
、
入
所
者
が
ど
う

生
き
た
か
、
家
族
と
ど

う
関
わ
っ
て
き
た
か
、

そ
れ
が
最
後
に
結
実
す

る
」
と
強
調
し
た
。

　
2
日
目
は
、
6
つ
の

分
科
会
で
合
計
1
5
0

件
の
実
践
研
究
発
表
が

あ
り
、
実
践
を
通
し
て
見
え
て

き
た
課
題
の
解
決
や
先
進
的
取

り
組
み
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
沖
縄
県
か
ら
は
社
会
福
祉
法

人
立
命
会
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

し
ら
ゆ
り
」
介
護
福
祉
士
の
呉

屋
差
也
乃
さ
ん
が
「
認
知
症
ケ

ア
の
実
践
」
を
テ
ー
マ
と
す
る

分
散
会
で
事
例
発
表
し
、
見

事
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

　
呉
屋
さ
ん
は
、
下
剤
や
眠
剤

に
頼
ら
ず
に
「
水
分
・
食
事
・

排
泄
・
運
動
」
の
4
つ
の
ケ
ア

を
中
心
と
し
た
生
活
支
援
の
ほ

か
、
認
知
症
改
善
・
予
防
に
向

け
た
「
役
割
づ
く
り
」
や
「
学

習
療
法
」
等
の
実
践
に
よ
り
利

用
者
の
認
知
症
が
改
善
し
た
取

り
組
み
を
報
告
し
た
。

全
国
老
人
福
祉
施
設
研
究
会
議

（
沖
縄
会
議
）
に
2
0
0
0
名
が
参
加

全
国
老
人
福
祉
施
設
研
究
会
議

（
沖
縄
会
議
）
に
2
0
0
0
名
が
参
加

全
国
老
人
福
祉
施
設
研
究
会
議

（
沖
縄
会
議
）
に
2
0
0
0
名
が
参
加

　
県
と
県
内
21
の
指
定
教
習
所

が
加
盟
す
る
県
指
定
自
動
車
学

校
協
会
（
小
渡
亨
会
長
）
は
、

児
童
養
護
施
設
や
里
親
家
庭
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
で
生
活
す

る
児
童
の
自
立
を
支
援
す
る
こ

と
を
目
的
に
普
通
自
動
車
運
転

免
許
の
取
得
費
用
の
一
部
を
免

除
す
る
協
定
を
結
ん
だ
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
就
職
に
必
要

な
自
動
車
運
転
免
許
の
取
得
に

か
か
る
児
童
の
負
担
軽
減
が
図

ら
れ
、
免
許
取
得
の
機
会
拡
大

と
自
立
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実

が
期
待
さ
れ
る
。

　
社
会
的
養
護
が
必
要
な
児
童

の
運
転
免
許
取
得
支
援
に
つ
い

て
は
、
県
社
会
福
祉
施
策
・
予

算
対
策
協
議
会
（
新
垣
雄
久
会

長
）
を
通
じ
て
長
年
実
現
を
求

め
て
き
て
お
り
、
今
回
の
協
定

締
結
は
大
き
な
前
進
と
な
る
。

　
２
月
４
日
、
県
庁
で
開
か
れ

た
調
印
式
の
中
で
、
崎
山
八
郎

県
福
祉
保
健
部
長
は
「
子
ど
も

達
は
免
許
取
得
費
用
を
工
面
す

る
た
め
に
ア
ル
バ
イ
ト
に
多
く

の
時
間
を
と
ら
れ
、
学
力
低
下

を
招
い
た
り
、
費
用
が
ま
か
な

え
ず
に
取
得
を
断
念
す
る
子
も

い
る
。
で
き
る
限
り
一
般
家
庭

と
公
平
な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
か

ら
社
会
に
自
立
し
て
い
け
る
よ

う
、
機
会
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
深
く
感
謝
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
自
動
車
学
校
協
会
の
小
渡
会

長
は
「
２
年
前
に
県
か
ら
要
請

を
受
け
て
協
会
で
話
し
合
っ
て

き
た
。
社
会
的
養
護
の
必
要
な

子
ど
も
達
に
対
し
て
支
援
す
る

こ
と
が
使
命
で
は
な
い
か
と
全

会
一
致
で
協
力
を
決
め
た
。
ぜ

ひ
、
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
た
。

　
同
席
し
た
県
児
童
養
護
協
議

会
の
玉
城
孝
会
長
は
「
沖
縄
で

は
就
職
や
進
学
に
運
転
免
許
が

欠
か
せ
な
い
。
今
回
の
支
援
を

活
用
す
る
こ
と
で
多
く
の
子
ど

も
達
の
職
業
選
択
の
幅
が
広
が

る
な
ど
児
童
の
自
立
に
向
け
た

大
き
な
後
ろ
盾
に
な
る
」
と
お

礼
を
述
べ
た
。

　
免
除
を
受
け
る
に
は
、
児
童

養
護
施
設
の
施
設
長
や
里
親
等

が
県
を
経
由
し
て
協
会
へ
申

請
、
協
会
は
自
動
車
教
習
所
を

選
定
し
て
施
設
長
ら
へ
通
知
す

る
。
児
童
は
指
定
さ
れ
た
教
習

所
で
の
運
転
免
許
取
得
費
用
の

う
ち
10
万
円
が
免
除
さ
れ
る
。

　
協
定
は
平
成
26
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
。

か
か
る
児
童
の
負
担
軽
減
が
図

Ｈ
26
年
度
か
ら

県
指
定
自
動
車
学
校
協
会

県
指
定
自
動
車
学
校
協
会

社
会
的
養
護
が
必
要
な
児
童
の
運
転
免
許
取
得
費
10
万
円
を
免
除

社
会
的
養
護
が
必
要
な
児
童
の
運
転
免
許
取
得
費
10
万
円
を
免
除

▲

沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で

　
行
わ
れ
た
全
体
会
の
様
子
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12
月
20
日
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

一
斉
改
選
後
初
め
て
開
か
れ
た
県
民
児
協

総
会
に
お
い
て
新
役
員
が
選
任
さ
れ
た
。

　
宮
國
泰
雄
顧
問
、
藏
當
博
文
会
長
、
我

部
政
義
副
会
長
の
再
任
の
ほ
か
、
副
会
長

3
氏
の
交
代
が
あ
っ
た
。
新
役
員
の
任
期

は
平
成
28
年
12

月
ま
で
。

　
2
月
4
日
に

は
新
役
員
が
県

社
協
の
新
垣
雄

久
会
長
を
訪

れ
、
地
域
福
祉

活
動
の
推
進
に

つ
い
て
、
今
後

も
連
携
し
て
取

り
組
む
こ
と
な
ど
を
確
認
し
た
。

　新
役
員
（
再
任
含
む
）

※
カ
ッ
コ
内
は
選
出
地
区

　
顧
　
問
　
宮
國
　
泰
雄

　
会
　
長
　
藏
當
　
博
文
（
全
県
）

　
副
会
長
　
比
嘉
　
敬
吾
（
北
部
）

　
副
会
長
　
我
部
　
政
義
（
中
部
）

　
副
会
長
　
玉
城
　
恒
夫
（
南
部
）

　
副
会
長
　
新
城
ヒ
ロ
子
（
那
覇
）

　退
任

　
副
会
長
　
長
堂
タ
ツ
子
（
北
部
）

　
副
会
長
　
呉
屋
　
影
正
（
南
部
）

　
副
会
長
　
眞
榮
城
嘉
政
（
那
覇
）

　
こ
れ
ま
で
副
会
長
と
し
て
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
長
堂
様
、
呉
屋

様
、
眞
榮
城
様
に
は
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

新
役
員
就
任
の
お
知
ら
せ

県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

新
役
員
就
任
の
お
知
ら
せ

▲基本的心構え、基礎知識について学ぶ新任の
　民生委員・児童委員

　
県
民
児
協
で
は
、
民
生
委
員
と
し
て
活

動
を
す
る
う
え
で
必
要
と
な
る
基
本
的
な

心
得
や
基
礎
的
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る

こ
と
を
目
的
に
県
内
5
つ
の
地
区
で
研
修

会
を
県
社
協
と
共
催
で
開
催
し
た
。

　
新
任
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
対

象
に
開
催
さ
れ
た
今
回
の
研
修
会
で

は
、
講
師
に
沖
縄
大
学
の
富
樫
八
郎
教

授
を
迎
え
、
講
義
・
演
習
を
通
じ
て
民

生
委
員
活
動
に
必
要
な
知
識
と
援
助
方

法
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

民
生
委
員
児
童
委
員
研
修
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初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
で
は
、
沖
縄
県
知
事

あ
い
さ
つ
（
代
読

：

崎
山
八
郎

県
福
祉
保
健
部
部
長
）
と
最
高

齢
出
品
者
を
含
め
た
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
沖
縄
県
知
事

賞
、
金
賞
な
ど
の
各
受
賞
者
へ

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
ほ
か
、

昨
年
高
知
県
で
開
催
し
た
全

国
健
康
福
祉
祭
美
術
展
の
一

般
財
団
法
人
長
寿
社
会
開
発

セ
ン
タ
ー
会
長
賞
の
伝
達
表

彰
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
今
年
か
ら
全
6
部
門

に
て
開
催
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
で
は
、
審
査
員
に
よ
る

解
説
や
作
品
出
品
者
に
よ
る

作
品
制
作
の
意
図
の
説
明
が

あ
り
、
多
く
の
来
場
者
が
熱
心

に
耳
を
傾
け
、
今
後
の
作
品
づ

く
り
の
参
考
と
な
っ
た
。

　
今
回
受
賞
し
た
各
部
門
の

上
位
2
作
品
は
、
今
年
栃
木
県

で
開
催
さ
れ
る
第
27
回
全
国

健
康
福
祉
祭
と
ち
ぎ
大
会
美

術
展
へ
県
代
表
と
し
て
出
品

す
る
予
定
。

県
知
事
賞
受
賞
作
品

県
知
事
賞
受
賞
作
品

▲オープニングのテープカット

▲前列右から2人目が県知事賞の深見汎氏

▲ギャラリートーク

　
高
齢
者
の
芸
術
文
化
活
動

を
通
し
た
社
会
参
加
の
促
進

を
目
的
と
し
て
、「
第
5
回
沖

縄
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
か
り
ゆ

し
美
術
展
」
が
1
月
8
日
か
ら

13
日
ま
で
沖
縄
県
立
博
物
館
・

美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
。会
場

に
は
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工

芸
、
書
、
写
真
の
6
部
門
で
昨

年
を
上
回
る
2
9
6
点
が
展

示
さ
れ
た
。

第
5
回 

沖
縄
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

か
り
ゆ
し
美
術
展

第
5
回 

沖
縄
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

か
り
ゆ
し
美
術
展

【
日
本
画
の
部
】▼
金
賞
＝
栄
門

昌
秀
「
母
を
偲
ん
で
蓮
の
花
」、

▼
銀
賞
＝
白
金
直
「
い
つ
か
来

た
道
」、▼
銅
賞
＝
比
嘉
勝
子

「
久
茂
地
川
の
見
え
る
風
景
」、

城
間
悦
子
「
鼓
動
」、
照
屋
正
元

「
根
性
」▼
か
り
ゆ
し
賞
＝
山
田

千
代
子
「
キ
ャ
ベ
ツ
」、▼
奨
励

賞
＝
親
川
浩
「
ス
ー
マ
ン
ボ
ー

ス
ー（
小
満
芒
種
）」、
新
城
啓
八

「
幽
界
の
門 

三
庫
理
」【
洋
画
の

部
】▼
金
賞
＝
名
嘉
原
盛
吉
「
伊

是
名
」、▼
銀
賞
＝
金
城
幸
孝

「
ギ
ー
ザ
バ
ン
タ
（
慶
座
絶

壁
）」、
新
垣
幸
江「
実
の
り
」、▼

銅
賞
＝
比
嘉
巴
「
ふ
る
さ
と
」、

古
謝
博
子
「
旧
跡
」、
砂
川
恵
徳

「
夏
日
爽
や
か
」▼
か
り
ゆ
し
賞

＝
大
村
澄
子
「
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ

ー
」、▼
奨
励
賞
＝
古
謝
昌
子

「
フ
プ
ガ
ー
の
せ
せ
ら
ぎ
」、
名

嘉
地
義
昭
「
時
の
流
れ
に
」、
古

謝
廣
「
シ
ワ
ブ
キ
」【
工
芸
の
部
】

▼
金
賞
＝
大
城
清
善
「
茶
櫃
象

谷
塗
り
6
点
セ
ッ
ト
」、▼
銀
賞

＝
比
嘉
正
徳
「
魚
群
」、
津
波
靜

子
「
螺
鈿
乾
胎
乾
漆
花
器
」、▼

銅
賞
＝
早
川
永
子
「
傘
た
て
」、

粟
国
安
信
「
ガ
ン
ジ
ュ
ー
笑
み

シ
ー
サ
ー
」
比
嘉
賢
輝
「
金
閣

寺
」、▼
か
り
ゆ
し
賞
＝
米
須
清

敬
「
六
諭
」、▼
奨
励
賞
＝
池
宮

城
米
子
「
吊
り
引
出
し
（
浮
き
彫

り
）」、
當
銘
春
子「
楽
し
く
手
を
た

た
き
ま
し
ょ
う
」【
書
の
部
】▼
金

賞
＝
伊
波
エ
ツ
子
「
李
商
隠
詩
」、

▼
銀
賞
＝
森
根
和
子
「
唐
詩
（
常

建
）」、
島
袋
光
子「
峨
眉
山
月
歌
他

二
首
」、▼
銅
賞
＝
髙
良
峻
一
實

「
琉
球
漢
詩
」、
上
間
智
子「
争
坐
位

文
稿
臨
書
」、
神
山
直
子
「
陶
淵
明

詩
」、▼
か
り
ゆ
し
賞
＝
照
屋
寛
榮

「
客
散
茶
甘
」、▼
奨
励
賞
＝
照
屋

盛
順
（
恵
峰
）「
藺
相
如
、
鋻
明
有

感
、
夜
至
陽
城
田
家
」、
宮
城
圭
子

「
蔡
大
鼎
詩
」、
與
那
覇
初
子「
李
白

詩
」【
写
真
の
部
】▼
金
賞
＝
村
田

勲
「
無
関
心
」、▼
銀
賞
＝
仲
原
功

「
技
有
り
」、
福
盛
庸
夫「
一
休
み
」、

▼
銅
賞
＝
銘
苅
節
子
「
影
武
者
」、

安
田
幸
子
「
風
が
吹
く
」、
か
り
ゆ

し
賞
＝
田
松
永
「
こ
よ
な
く
愛
す

る
琉
球
の
風
味
」▼
奨
励
賞
＝
大

城
俊
雄「
愛
飛
行
」、
新
垣
善
吉「
小

さ
な
来
客
」【
彫
刻
の
部
】▼
銅
賞

＝
山
川
宗
和
「
透
か
し
彫
り
ア
ダ

ン
」、▼
か
り
ゆ
し
賞
＝
安
藤
國
利

「
十
二
支
時
計
」、▼
奨
励
賞
＝
西

平
清
志「
労
働
者
」、
漢
那
憲
次「
笑

福
来
」【
全
国
伝
達
表
彰
】
長
寿
社

会
開
発
セ
ン
タ
ー
会
長
賞
＝
大
城

文
子
（
工
芸
）「
乾
漆 

葉
盆
（
糸
芭

蕉
）」、
銅
賞
＝
金
城
睦
雄
（
洋
画
）

「
廃
屋
の
シ
ー
サ
ー
」　

　
厳
選
な
審
査
の
結
果
、
沖
縄

県
知
事
賞
に
日
本
画
の
部
門

か
ら
深
見
汎 

氏
（
那
覇
市
）
の

組
踊
「
執
心
鐘
入
」
が
選
ば
れ

た
。

ひ
ろ
し
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▲地域文化学科

▲健康福祉学科▲生活環境学科

▲ラダーゲッターを体験する参加者

▲ペタンクを実践する参加者

かりゆし長寿大学校　卒業後の地域活動に向けて
　
１
月
28
日
、
沖
縄
県

か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校

で
は
「
地
域
活
動
に
向

け
て
」の
講
義
を
実
施
、

卒
業
後
、
地
域
活
動
の

担
い
手
と
し
て
ど
の
よ

う
な
活
動
が
で
き
る
の

か
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ

発
表
を
行
っ
た
。

　
発
表
に
先
立
ち
、
12

月
に
３
つ
の
学
科
ご
と

に
話
し
合
い
を
も
っ
た
。

そ
の
中
で
、
こ
れ
ま
で

取
り
組
ん
だ
地
域
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
つ
い
て
意
見
を
出
し

合
っ
た
後
、卒
業
後
、個

人
や
学
科
と
し
て
何
が

で
き
る
の
か
に
つ
い
て

議
論
し
た
。

　「
自
治
会
や
婦
人
会
、

郷
友
会
な
ど
に
加
入
し

て
、
そ
の
中
で
積
極
的

に
活
動
し
た
い
」、「
学
科
と
し

て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
学

ん
だ
こ
と
を
ど
う
活
か
せ
る

の
か
」
と
い
っ
た
様
々
な
意
見

が
出
さ
れ
た
。

　
発
表
で
は
話
し
合
い
の
成

果
を
元
に
、
各
学
科
か
ら
次
の

よ
う
な
意
見
が
提
示
さ
れ
た
。

　
個
人
と
し
て
、
特
技
や
経
験

を
活
か
し
、
歴
史
文
化
の
ガ
イ

ド
や
語
り
部
と
し
て
の
活
動
、

自
治
会
へ
加
入
後
自
ら
ア

ピ
ー
ル
し
参
加
を
促
す
。

　
学
科
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
し
て
地
域
活
動
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
。ま
た
社
協
へ

の
協
力
申
し
出
を
行
う
。

　
個
人
と
し
て
、
自
治
会
や
老

人
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
を
は
じ

め
、
市
町
村
社
協
へ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
登
録
し
、
講
座
で
学
ん

だ
こ
と
を
活
か
す
活
動
を
行

う
。

　
学
科
と
し
て
、
福
祉
施
設
へ

訪
問
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
習

得
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施
す
る
。ま
た
、
地
域
か

ら
の
要
望
を
調
査
し
、
活
動
内

容
を
検
討
す
る
。

【
地
域
文
化
学
科
】

【
健
康
福
祉
学
科
】

【
生
活
環
境
学
科
】

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
学
ん
だ
リ

サ
イ
ク
ル
エ
コ
活
動
を
実
施
す

る
。「
で
き
る
こ
と
を
、
で
き
る

と
き
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
お
互
い

無
理
な
く
始
め
て
い
く
。
県
・

市
町
村
社
協
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
す
る
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
成

り
立
ち
を
講
座
で
学
び
、
参
考

に
す
る
。

　
講
義
終
了
後
、
生
徒
か
ら
は
、

「
こ
れ
か
ら
の
地
域
活
動
の
参

考
に
し
た
い
」
と
い
っ
た
声
が

聞
か
れ
た
。県
社
協
で
は
今
後

も
卒
業
生
・
在
学
生
の
地
域
活

動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
卒

業
後
に
地
域
活
動
に
つ
な
が
る

よ
う
な
講
義
を
取
り
入
れ
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成
講
座（
中
部
地
区
）

読
谷
村
勤
労
体
育
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成
講
座（
中
部
地
区
）

読
谷
村
勤
労
体
育
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催

　
県
社
協
・
い
き
い
き
長
寿
セ

ン
タ
ー
で
は
12
月
16
日
、
読
谷

村
社
協
と
共
催
で
「
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成
講
座
（
中

部
地
区
）」を
開
催
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
を
指
導
で
き
る
人
材
育
成
を

目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の

で
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
概
要

や
歴
史
に
関
す
る
知
識
を
は
じ

め
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
地
域

で
実
践
す
る
際
の
工
夫
や
指
導

方
法
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
実
技
の
学
習
で
は
、
用
具
ご

と
に
３
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か

れ
、
実
践
練
習
を
行
っ
た
。練

習
で
は
チ
ー
ム
の
採
点
を
率

先
し
て
行
っ
た
り
、
他
の
参
加

者
に
指
導
や
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
う
な
ど
、
積
極
的
に
受
講
す

る
姿
が
見
ら
れ
た
。

　
講
座
後
の
参
加
者
か
ら
は
、

「
と
て
も
楽
し
め
た
。
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の

中
で
活
用
し
て
い
き
た
い
」
と

の
感
想
が
聞
か
れ
た
。
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▲全課程を修了した参加者（11/29 本部町地域福祉センター）

  介護講座地域指導者養成研修
～18名に修了証～

　
12
月
２
日
、
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て「
社
会
福
祉

施
設
・
事
業
所
の
資
質
向
上
に
つ
な
が
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研

修
」を
開
催
し
た
。こ
の
研
修
は
、県
内
の
社
会
福
祉
施
設
・
事

業
所
等
の
職
員
を
対
象
に
実
施
し
た
も
の
で
、１
４
２
名
が
参

加
し
た
。

　
女
性
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
研
究
所
予
防
啓
発
ス
タ
ッ
フ
の
森

崎
和
代
氏
、津
村
薫
氏
が
講
師
を
務
め
、利
用
者
へ
の
接
遇
、職

員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
な

ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

〜
接
遇
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
よ
り
良
い
職
場
づ
く
り
〜

「
社
会
福
祉
施
設
・
事
業
所
の
資
質
向
上
に
つ
な
が
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
」

　
接
遇
を
心
掛
け
る
時
の
５

原
則
を
「
①
あ
い
さ
つ
、
②

身
だ
し
な
み
、
③
態
度
、
④

表
情
、
⑤
こ
と
ば
づ
か
い
」

と
し
た
う
え
で
、
接
遇
に
最

も
大
切
な
こ
と
は
『
あ
な
た

が
大
切
で
す
』
と
い
う
思
い

が
伝
わ
る
こ
と
で
あ
る
と
強

調
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
で
は
「
聴
く
」
こ
と
が

最
も
重
要
か
つ
実
践
的
な
支

援
の
方
法
で
あ
る
と
し
、
日

頃
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
信
頼
関
係
を
築
き
、
よ
り

良
い
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
話
し
た
。

　
よ
り
良
い
職
場
づ
く
り
に

は
、
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
向
上
が
重
要
で
あ
り
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
が
充
実
し

て
い
る
組
織
は
、
業
績
ア
ッ
プ

の
可
能
性
が
高
い
と
強
調
し

た
。

　
ま
た
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
の
一
つ
と
し
て
「
職
業
性
ス

ト
レ
ッ
サ
ー
」
を
挙
げ
、
職
業

内
容
に
よ
っ
て
生
じ
る
ス
ト

レ
ス
要
因
を
理
解
し
、
改
善
を

図
る
こ
と
で
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
が
向
上
す
る
と
述
べ
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
日
頃

の
業
務
を
振
り
返
り
、
「
支
援

の
質
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
要
因
」

「
ダ
ウ
ン
さ
せ
る
要
因
」
に
つ

い
て
意
見
を
出
し
合
い
共
有
す

る
こ
と
で
、
仕
事
へ
の
意
欲
向

上
を
図
っ
た
。

◎コミュニケーションとメンタルヘ
ルスの必要性と方法が理解でき
た。
◎良い職場づくりのヒントがもらえ
た。
◎先生方のユーモアな講義でリフ
レッシュできた。

　
県
社
協
介
護
実

習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

で
は
、
本
部
町
社
協
、

今
帰
仁
村
社
協
の

共
催
及
び
伊
江
村

社
協
、
伊
是
名
村
社

協
の
協
力
の
も
と
、

各
町
村
内
に
あ
る

介
護
事
業
所
で
３

年
以
上
働
く
介
護

職
員
（
介
護
福
祉
士

有
資
格
者
）
を
対
象

に
「
地
域
指
導
者
養

成
研
修
」
を
実
施
し

た
。

　
こ
の
研
修
は
、
介

護
が
必
要
な
方
が

安
心
し
て
地
域
で

暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
に
向

け
、
各
地
で
地
域
介
護
教
室
が

開
催
で
き
る
よ
う
、
そ
の
指
導

者
を
養
成
す
る
も
の
。各
市
町

村
社
協
と
連
携
し
て
、
地
域
に

在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
介
護

従
事
者
を
受
講
対
象
と
し
た
。

　
今
回
は
、
６
月
か
ら
11
月
ま

で
の
毎
月
１
回
、
計
６
回
の
課

程
で
行
わ
れ
、
18
名
が
修
了
証

を
手
に
し
た
。

　
今
後
は
、
地
元
の
町
村
介
護

教
室
の
講
師
と
し
て
活
躍
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
研
修
で
は
、
地
域
の
介
護
講

座
で
指
導
す
る
「
腰
痛
予
防
体

操
」、「
介
護
技
術
」
に
つ
い
て

習
得
し
た
う
え
で
、
指
導
・
教

授
に
視
点
を
置
い
た
「
模
擬
講

座
」
の
演
習
を
通
し
て
実
践
力

を
身
に
つ
け
た
。研
修
を
通
し
、

「
受
講
生
に
伝
え
る
ぞ
」
と
い

う
熱
い
思
い
と
「
自
分
が
講
師

に
な
る
ん
だ
」
と
い
う
意
識
が

芽
生
え
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が

切
磋
琢
磨
す
る
研
修
と
な
っ

た
。

　
全
課
程
を
修
了
し
た
受
講

生
か
ら
は
、「
初
め
は
ど
う
な

る
か
と
思
っ
た
け
ど
、
他
の
受

講
生
と
一
緒
に
最
後
ま
で
頑

張
る
こ
と
が
で
き
た
」「
つ
な

が
り
が
で
き
て
良
か
っ
た
。こ

れ
か
ら
も
自
己
研
鑚
し
た
い
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

講師：津村　薫　氏

講師：森崎　和代 氏

「
よ
り
良
い
支
援
の
た
め

の
接
遇
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」

講義①

「
よ
り
良
い
職
場
づ
く
り

の
ポ
イ
ン
ト
と
職
場
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」

講義②

「
よ
り
良
い
支
援
・
よ
り

良
い
職
場
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
る
」

グループ
ワーク
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▲活発に質問する生徒たち
　（11/28 松島小 5年）

【連絡先】

沖縄県福祉人材研修センター
☎098（882）5703

　県社協では、平成 21年度から介護福祉士

等修学資金貸付事業を行っており、これまで

に151件、総額2億1千万円余の貸付を行っ

ている。

　この事業は、「福祉・介護の現場で活躍し

たい！」という方の進学・資格取得をサポー

トするもので、県内の介護福祉士・社会福祉

士養成施設に在学する学生及び入学希望者

を対象に学費や入学準備金、就職準備金の資

金を貸付けることで、就学を容易にし、質の

高い福祉・介護分野の人材の養成確保に寄

与することを目的としている。

　養成施設を卒業後、介護福祉士・社会福祉

士の資格を取得し、指定された福祉業務に５

年間従事することにより貸付金が返還免除

となる。

　この度の改正では次の点で貸付内容が拡

充された。

　ただし、貸付対象者の要件として、高校で

の学業が優秀であり、家庭の経済状況等から

真に貸付が必要と認められる者で、養成施設

等の推薦等が必要となる。詳細については、

沖縄県社協・福祉人材研修センターにお問

い合わせください。

○生活保護受給世帯やこれに準ずる経済状
況にある世帯の貸付対象者への生活費加
算の創設

○平成28年度から介護福祉士国家試験で必
修となる「実務者研修」受講者への貸付が
可能に

福
祉
の
仕
事 

〜
小
中
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
〜

福
祉
の
仕
事 

〜
小
中
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
〜

福
祉
・
介
護
関
連
講
話

福
祉
・
介
護
関
連
講
話

　
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー

で
は
、
福
祉
の
仕
事
へ
の
理
解

や
介
護
の
日
の
普
及
啓
発
を

目
的
に
、
小
中
学
生
を
対
象
と

し
た「
福
祉
・
介
護
関
連
講
話
」

を
実
施
し
、
そ
の
魅
力
を
伝
え

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
こ
こ
数
年
、
全
国
的
に
介
護

福
祉
士
を
養
成
す
る
大
学
や

専
門
学
校
の
志
願
者
が
定
員

を
大
き
く
割
り
込
む
な
ど
福

祉
業
界
に
お
け
る
人
材
確
保

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。「
福
祉
の
仕
事
は
大
変
だ

と
思
っ
て
い
た
（
講
話
の
感
想

よ
り
）」と
い
う
、
マ
イ
ナ
ス
の

イ
メ
ー
ジ
を
も
た
れ
が
ち
な

福
祉
・
介
護
の
仕
事
だ
が
、
生

ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
の
人

生
に
寄
り
添
っ
て
支
え
る
と

い
う
「
他
の
仕
事
に
は
な
い
」

や
り
が
い
や
魅
力
が
あ
る
仕

事
と
も
い
え
る
。

　
実
際
に
福
祉
従
事
者
へ
話

を
聞
く
と
、
子
ど
も
の
頃
に
障

害
の
あ
る
友
達
と
接
し
た
経

験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
が

き
っ
か
け
で
福
祉
職
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
た
例
も
多
い
こ

と
か
ら
、
学
齢
期
の
福
祉
体
験

が
将
来
の
福
祉
人
材
の
担
い

手
確
保
に
つ
な
が
る
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
。

　
福
祉
・
介
護
関
連
講
話
は
、

こ
れ
ま
で
県
内
の
12
の
小
中
学

校
で
実
施
し
、
介
護
・
実
習
普

及
セ
ン
タ
ー
が
行
う
高
齢
者
疑

似
体
験
や
車
い
す
体
験
と
の
合

同
開
催
や
、
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
お
き

な
わ
推
進
事
業
局
の
「
未
来
の

産
業
人
材
育
成
モ
デ
ル
事
業
」

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
行
っ
て
い

る
。

　
豊
崎
小
学
校
で
は
、
４
業
界

（
観
光
・
建
設
・
情
報
関
連
・

医
療
福
祉
）
合
同
の
講
話
が
行

わ
れ
た
。生
徒
自
身
が
聞
き
た

い
話
を
選
択
す
る
ス
タ
イ
ル
で

実
施
さ
れ
、「
福
祉
」
へ
も
多
く

の
生
徒
が
訪
れ
た
。生
徒
か
ら

は
「
福
祉
の
仕
事
は
人
を
幸
せ

に
す
る
仕
事
だ
と
思
っ
た
」、

「
福
祉
は
介
護
の
仕
事
だ
け
だ

と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
色
々
な

仕
事
が
あ
る
の
だ
と
わ
か
っ

た
」、「
福
祉
の
職
場
で
働
い
て

い
る
人
を
み
て
笑
顔
で
接
し
て

い
て
す
ご
い
と
思
っ
た
」
な
ど

の
声
が
あ
り
、「
将
来
福
祉
の
仕

事
に
就
き
た
い
で
す
か
？
」
と

い
う
質
問
に
も
多
く
の
手
が
挙

が
っ
た
。

　
福
祉
業
界
の
人
材
確
保
を
進

め
て
い
く
た
め
に
は
労
働
条
件

の
改
善
等
を
含
め
様
々
な
取
組

み
が
必
要
と
な
る
が
、
人
材
不

足
に
悩
む
業
界
の
現
状
を
変
え

て
い
け
る
よ
う
に
小
学
生
の
時

か
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
つ
こ
と
で
、
将
来
の
進
路

を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ

と
も
期
待
さ
れ
る
。

　
本
県
の
学
校
現
場
で
も
「
未

来
の
産
業
人
材
育
成
モ
デ
ル
事

業
」
の
よ
う
に
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
一
環
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
業

種
の
職
業
人
か
ら
直
接
話
を
聞

く
取
組
み
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
で

は
、
今
後
も
小
中
学
校
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
取
組
み
へ
の
支
援

を
通
し
て
、
福
祉
の
仕
事
の
紹

介
や
そ
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

介護福祉士等修学資金
貸付内容を拡充！

介護福祉士等修学資金
貸付内容を拡充！

「
未
来
の
産
業
人
材
育
成

　
モ
デ
ル
事
業
」と
の

　
　
　
　 

タ
イ
ア
ッ
プ
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那
覇
市
在
住
の
勝
連
栄
公

さ
ん(

65
歳)

は
、
か
り
ゆ
し

長
寿
大
学
校
第
20
期
の
卒
業

生
で
、
在
学
中
に
写
真
の
イ
ロ

ハ
を
学
ん
だ
。

　「
構
図
の
イ
メ
ー
ジ
は
最
初

か
ら
あ
っ
た
」
と
話
す
と
お

り
、
豊
見
城
市
の
与
根
漁
港
で

撮
影
し
た
一
枚
は
、
真
っ
赤
な

丸
い
夕
日
に
照
ら
さ
れ
る
陸
・

海
・
空
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
チ
ー

フ
が
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
で
収

め
ら
れ
て
い
る
。3
年
越
し
に

手
に
入
れ
た
ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ

ト
は
、
か
り
ゆ
し
美
術
展
で
銅

賞
に
輝
い
た
。

　
勝
連
さ
ん
は
、
現
在
も
外
出

先
で
撮
影
を
楽
し
ん
で
い
る
。 撮影者：勝連栄公 さん

寄
付
・
寄
贈
者
芳
名

（
12
月
1
日
〜
1
月
31
日
）

作品名「夕日のシルエット」作品名「夕日のシルエット」
る
と
い
う
点
で
非
常
に
重
要

な
テ
ー
マ
で
あ
り
、社
会
全
体
で

対
応
す
べ
き
課
題
だ
と
感
じ
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　 (

伊
良
皆)

　
「
活
動
最
前
線
」
の
取
材
を
通

し
て
若
者
の
自
立
支
援
は
少
子

化
対
策
と
同
様
、将
来
の
社
会
の

支
え
手
と
な
る
人
材
を
確
保
す

　「社会的孤立」の事例について、マ
ンガでわかりやすく描かれている１
冊。
　事例についてマンガで説明されて
いるだけでなく、事例のポイントと
してコミュニティソーシャルワーカー
がどのような意図で行動しているの
かについてもまとめられています。
　制度の狭間、無縁社会、社会的孤
立、社会包括などの課題の対応につ
いて、いま求められている援助方法
として話題になっている本です。
 

※豊中市社協のCSWをモデルにした

　ドラマが、4月8日（火）からNHKで

　始まります。

～社会福祉ライブラリーから本の紹介～～社会福祉ライブラリーから本の紹介～
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豊中市社会福祉協議会

【発　　行】
ブリコラージュ

【出版年月】
2012年3月

【定　　価】
840円
 (本体800円+税)

『セーフティネット
　～コミュニティソーシャルワーカー
　　　　　　　　（ＣＳＷ）の現場～』

『セーフティネット
　～コミュニティソーシャルワーカー
　　　　　　　　（ＣＳＷ）の現場～』

●沖縄ツーリスト四金会 様

2014.3.１福祉情報おきなわ
…………………………………………

　
ご
寄
付
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
紙
「
福
祉
情
報
お
き
な

わ
」
は
沖
縄
県
社
協
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
福
祉
情
報
お

き
な
わ
」
の
バ
ナ
ー
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
と
、
サ
イ
ト
内
の
紹

介
ペ
ー
ジ
へ
移
動
し
ま
す
。

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
過
去

10
年
分
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

の
全
て
の
記
事
が
P
D
F

フ
ァ
イ
ル
で
公
開
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
以
前
の
記
事
に
つ

い
て
も
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
が

閲
覧
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
毎
号
の
「
特
集
記
事
」

や
連
載
記
事
「
シ
リ
ー
ズ
活
動

最
前
線
」
は
目
次
の
リ
ス
ト
ボ

タ
ン
か
ら
タ
イ
ト
ル
を
選
ん
で

閲
覧
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※

本
会
へ
の
寄
付
に
つ
い
て
は
税

　
制
上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ

　
ま
す
。詳
し
く
は
県
社
協
・
総
務

　
企
画
部
ま
で
。

●オリオンビール株式会社 様

「福祉情報おきなわ」紹介
ページURL
 http://www.okishakyo.
　　　 or.jp/html/fjoki/

●
平
尾
直
昭 

様

●
有
銘
千
鶴
子 

様

●
比
嘉
義
隆 

様

●
お
き
で
ん
グ
ル
ー
プ
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
互
助
会 

様

●
日
本
生
命
互
助
会
社
労
働
組

　
合
那
覇
支
部 

様

●(

社)

沖
縄
県
軍
用
地
等
地
主

　
会
連
合
会 

様

●(

公
社)

沖
縄
県
宅
地
建
物
取

　
引
業
協
会

本
紙
は
沖
縄
県
社
協
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

本
紙
は
沖
縄
県
社
協
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

本
紙
は
沖
縄
県
社
協
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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写
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